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日
時　

７
月
10
日
（
日
）
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

60
人

講
師　

吉
田
健
二
氏
（
大
阪
市
北
区
開
業
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
修
復
攻
略
ガ
イ
ド

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
講
習
会

歯
初
診
施
設
基
準
研
修
会
は
４
面

日
時　

７
月
31
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

講
師　

林
宏
和
氏
（
医
療
法
人
林
歯
科
医
院
副
院
長
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

摂
食
嚥
下
障
害
の
理
解
と
診
療
の
実
際

【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
限
定
】
７
月
度
生
涯
研
修

日
時　

８
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
　
　

午
前
：
患
者
接
遇
マ
ナ
ー
研
修

　
　
　
　
　
　

（
ク
レ
ー
ム
対
応
含
む
）

　
　
　

午
後
：
助
手
編
、
衛
生
士
編
に
わ
か
れ
て
研
修

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

午
前
： 

水
原
道
子
氏
（
元
大
手
前
短
期
大
学
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
教
授
）

　
　
　

午
後
：
歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

助
手
編
７
千
円
、
衛
生
士
編
８
千
円

　
　
　

（
と
も
に
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

定
員　

助
手
編
60
人
、
衛
生
士
編
24
人

※
受
講
者
全
員
に
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
（
購
入
価
格
４
、
５
０
０
円
）

を
配
布
、
修
了
証
を
発
行
し
ま
す

※
開
催
要
項
・
会
場
案
内
地
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

無料相談

税
務　

７
月
20
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

７
月
21
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

法
律　

９
月
５
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
４
月
の
診
療

報
酬
改
定
で
施
設
基
準
の
要

件
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
再
度
の
届
出
が
必
要
に

な
っ
た
届
出
が
あ
る
。
主
な

も
の
を
紹
介
す
る
。

■
歯
科
点
数
表
の

初
診
料
の
注
１

（
歯
初
診
）

　

歯
初
診
は
研
修
要
件
が
変

更
に
な
り
、
２
０
２
３
年
３

月
31
日
ま
で
に
院
内
感
染
防

止
対
策
（
標
準
予
防
策
お
よ

び
新
興
感
染
症
含
む
）
の
研

修
の
受
講
が
必
要
と
な
っ

た
。（
２
０
２
１
年
４
月
１

日
〜
２
０
２
２
年
３
月
に
旧

要
件
の
研
修
を
受
講
し
た
場

合
の
猶
予
期
間
は
受
講
日
か

ら
２
年
間
）
施
設
基
準
の
再

度
の
届
出
は
不
要
で
、
定
例

報
告
（
毎
年
７
月
１
日
）
に

受
講
歴
を
記
載
す
る
だ
け
で

よ
い
（
図
参
照
）。
定
例
報

告
の
用
紙
は
近
畿
厚
生
局
か

ら
郵
送
さ
れ
る
。

■
在
宅
療
養
支
援

歯
科
診
療
所
（
歯

援
診
）

　

歯
援
診
１
お
よ
び
２
は
訪

問
診
療
の
算
定
実
績
が
変
更

に
な
り
、
算
定
実
績
数
が
増

加
し
た
歯
援
診
１
に
つ
い
て

は
、
２
０
２
３
年
３
月
ま
で

に
施
設
基
準
の
再
度
の
届
出

が
必
要
に
な
る
。
歯
援
診
１

の
医
療
機
関
が
引
き
続
き
歯

援
診
１
を
届
け
出
る
場
合
、

研
修
の
修
了
証
は
最
初
に
歯

援
診
１
を
届
け
出
た
際
の
研

修
が
有
効
で
３
年
以
上
前
の

も
の
で
も
認
め
ら
れ
る
。

　

歯
援
診
１
の
要
件
を
満
た

さ
な
く
な
り
歯
援
診
２
を
届

け
出
る
場
合
は
、
届
出
日
か

ら
３
年
以
内
の
研
修
の
修
了

証
が
必
要
に
な
る
。
歯
援
診

２
を
継
続
す
る
場
合
、
再
度

の
届
出
は
必
要
な
い
。

　

摂
食
嚥
下
障
害
は
、
摂
食

嚥
下
障
害
と
い
う
疾
患
が
存

患
者
に
介
入
し
て
い
く
上

で
、
原
因
や
病
態
、
予
後
を

把
握
す
る
こ
と
は
勿
論
、
患

者
が
自
分
ら
し
く
生
き
て
い

く
上
で
ど
の
よ
う
な
支
障
を

感
じ
、
何
を
望
ん
で
い
る
か

と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。

　

今
回
ご
参
加
い
た
だ
く
皆

様
に
は
、
実
際
に
飲
食
を
伴

う
実
習
を
通
じ
摂
食
嚥
下
機

能
・
障
害
を
体
感
し
て
い
た

だ
き
、
さ
ら
に
嚥
下
造
影
検

査
や
嚥
下
内
視
鏡
検
査
の
画

像
も
併
せ
て
視
覚
的
に
も
ご

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
解
説

す
る
。
ま
た
事
前
に
質
問
を

頂
け
れ
ば
、
可
能
な
限
り
講

演
時
間
内
で
臨
床
の
実
例
や

基
礎
知
識
な
ど
交
え
て
回
答

し
、
参
加
い
た
だ
く
皆
様
と

私
ど
も
双
方
に
と
っ
て
学
び

と
な
る
時
間
を
共
有
で
き
れ

ば
幸
甚
で
あ
る
。

 

（
協
会
行
事
案
内
参
照
）

在
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
摂

食
嚥
下
機
能
に
影
響
を
来
す

様
々
な
疾
患
や
薬
剤
な
ど
の

要
因
の
結
果
、
摂
食
嚥
下
機

能
に
何
ら
か
の
支
障
を
き
た

す
症
候
群
で
あ
る
。

　

起
因
疾
患
の
例
を
一
部
挙

げ
る
と
、
脳
血
管
疾
患
や
神

経
変
性
疾
患
、
頭
頚
部
腫
瘍

な
ど
が
あ
る
。
従
っ
て
、
摂

食
嚥
下
機
能
に
お
い
て
、
口

腔
領
域
が
重
要
な
領
域
を
占

め
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

が
、
我
々
歯
科
医
療
者
は
摂

食
嚥
下
障
害
を
来
す
疾
患
や

そ
の
他
の
要
因
の
大
部
分
に

つ
い
て
は
直
接
的
に
治
療
・

管
理
な
ど
が
で
き
な
い
。
起

因
疾
患
等
に
伴
う
摂
食
嚥
下

障
害
と
い
う
症
状
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
は
簡
単
に
で
き
る
も

の
で
な
く
、
ま
ず
は
対
症
療

法
等
に
よ
る
環
境
調
整
な
ど

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
有
用
で

現
実
的
で
あ
る
。

　

生
活
期
の
摂
食
嚥
下
障
害

　

臨
床
学
術
部
は
６
月
19

日
、
生
涯
研
修
講
座
「
訪
問

診
療
へ
の
取
り
組
み
（
デ
ン

チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
義
歯
）」

を
開
催
し
た
。
大
谷
学
氏

（
写
真
・
東
大
阪
市
開
業
）

を
講
師
に
45
人
が
参
加
し

た
。
本
講
座
は
感
染
予
防
の

観
点
か
ら
ｗ
ｅ
ｂ
講
習
会
と

し
て
実
施
し
た
。

　

大
谷
氏
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
（
特
養
）
な
ら
び
に

介
護
老
人
保
健
施
設
（
老

健
）
の
管
理
歯
科
医
師
と
し

て
長
年
訪
問
歯
科
診
療
に
携

わ
っ
て
き
た
経
験
か
ら
、
訪

問
歯
科
診
療
で
の
義
歯
作
成

に
つ
い
て
の
勘
所
を
解
説
。

師
事
す
る
加
藤
武
彦
先
生
の

「
デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
義

歯
理
論
」
を
示
し
、「
デ
ン

チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
は
欠
損
し

た
歯
牙
の
ス
ペ
ー
ス
だ
け
で

は
な
く
、
歯
牙
欠
損
に
伴
う

歯
槽
骨
の
欠
損
部
の
ス
ペ
ー

ス
に
つ
い
て
も
併
せ
て
設
計

す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
説
明

し
た
。

　

最
後
に
大
谷
氏
は
、
「
患

者
さ
ん
と
の
距
離
が
診
療
室

よ
り
近
い
訪
問
診
療
で
は
患

者
さ
ん
の
感
情
を
よ
り
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
。
患
者
さ

ん
と
医
療
者
と
の
や
り
取
り

は
必
ず
診
療
室
で
の
診
療
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
質

　

社
保
研
究
部
は
６
月
25

日
、「
算
定
も
れ
を
な
く
す

　

大
阪
市
西
部
地
区
・
南
部

地
区
は
19
日
、
接
遇
マ
ナ
ー

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
吉
田

富
貴
子
氏
を
講
師
に
医
療
接

社
保
講
習
会
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
〜

重
症
化
予
防
、
口
腔
機
能
管

理
の
関
連
点
数
〜
」
（
講

師
：
吉
田
裕
志
副
理
事
長
）

と
「
歯
科
初
診
料
の
注
１

（
歯
初
診
）
に
係
る
施
設
基

準
研
修
会
」（
写
真
、
講
師
：

小
山
賢
一
社
保
研
究
部
員
）

を
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、

そ
れ
ぞ
れ
38
人
、
56
人
が
参

加
し
た
。
研
修
会
参
加
者
に

は
修
了
証
を
発
行
し
た
。

遇
研
修
を
開
き
14
人
が
参
加

し
た
（
写
真
）。

　

良
い
応
対
と
し
て
、
①
マ

ス
ク
越
し
で
も
穏
や
か
な
笑

顔
②
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い

言
葉
遣
い
③
早
す
ぎ
ず
・
遅

す
ぎ
な
い
口
調
―
―
で
の
対

応
を
強
調
し
、
五
感
を
集
中

さ
せ
た
聴
き
方
と
話
し
方
が

重
要
で
あ
る
と
し
た
。
高
齢

者
に
は
、
た
だ
声
を
大
き
く

す
る
の
で
は
な
く
滑
舌
良
く

話
し
、
相
槌
と
ア
イ
コ
ン
タ

ク
ト
を
心
掛
け
よ
う
と
語
っ

た
。

の
高
い
診
療
に
つ
な
が
っ
て

い
く
」
と
強
調
し
た
。

　

人
工
歯
配
列
も
先
生
自
ら

行
い
試
適
・
完
成
後
の
調
整

に
つ
い
て
も
こ
だ
わ
り
が
詰

ま
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
「
細

部
に
神
宿
る
」
義
歯
作
成
を

垣
間
見
る
講
習
会
と
な
っ

た
。

（
臨
床
学
術
部
・
平
尾
清
司
）

保険診療保険診療

知知っとくっとく！！
なっなっ得得！！

施設基準届出

改定に伴い再提出必要に

（図）「歯初診」施設基準の経過措置 有効期間
旧基準の研修を2021年３月以前に受講 → 2023年３月まで
旧基準の研修を2021年４月～2022年３月に受講 → 受講日から２年間
新基準の研修を受講 → 受講日から４年間
※いずれも有効期間内に新基準の研修を受講する必要がある

７月度生涯研修抄録

摂食嚥下障害の理解と診療の実際
林宏和氏（医療法人林歯科医院副院長）

６　 月　 度
生涯研修講座

訪
問
で
の
義
歯
作
成

大
谷
氏
が
デ
ン
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
解
説

社
保
、歯
初
診
で
講
習
会

接
遇
研
修
会
を
開
催

社
保
研
究
部

大
阪
市
西
部
地
区
・
南
部
地
区


